
令和 2 年度決算の概要  

 

１．教育・研究及び医療環境の整備  

（ 1） [教育関係 ]  

①新型コロナウイルス感染症への対応  

学習環境を整備するとともに、学生に対して支援金の支給 や授業料

減免等の支援を行いました。  

②御井学舎  

学 生 寮 第 ２ 棟 を リ ノ ベ ー シ ョ ン し 新 た に 女 子 学 生 寮 と し て 竣 工 し

ました。  

③医学部  

教育１号館１階サロンを改修し 学生食堂としての利用に加えて、自

習スペースとしての利用も可能 となりました。  

④附設高中校  

ＩＣＴ活用教育における電子黒板プロジェクター、タブレット導入

により、更に効率的かつ充実した授業を行 いました。  

 

（ 2） [研究関係 ]   

①私立大学研究ブランディング事業では、文部科学省からの支援が終

了しましたが、令和２年度、令和３年 度の２年間は、大学の事業計

画として研究活動を継続しています。  

 

（ 3） [医療関係 ]   

①新型コロナウイルス感染症への対応  

院内感染対策を強化と患者受け入れ体制を構築して、近隣医療機関

と連携しながら地域医療体制の維持を行っています。  

②医療情報 (電子カルテ )システムなどの更新  

令和元年度からの継続事業で、院内における他職種間の情報共有、

地域の診療所や各種事業所など多施設との情報共有、連携がさらに

円滑にできるようになりました。  

 

２．財務状況  

【事業活動収支の状況】  

事業活動収入計の ５９７億４，４００ 万円から、事業活動支出計の   

５８２億円を差し引いた基本金組入前当年度収支差額は、 １５億４，

４００万円となり、予算比で１３億７，０００万円の増となりました。  

内訳として、経常収支差額は１５ 億６，９００万円となり、予算比

では１３億６，０００万円の増となりました。 新型コロナウイルス感

染拡大に伴い、診療体制の 整備対応など 医療収入は大幅に減少しまし

たが、経費 の支出の 削減とともにコロナウイルス感染症対策に係る交



付金などが主な要因です。  

臨時的な収支を示す特別収支差額は △２，５００万円、収入では、

新型コロナウイルス感染症に関する施設設備の補助金の増、支出では

資産処分差額の増などにより 、予算比で １，０００万円の増となりま

した。  

基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 か ら 基 本 金 組 入 額 合 計 １ ０ 億 ８ ０ ０ 万

円を差し引いた当年度収支差額は、５億３，５００万円の収入超過とな

りました。  

以上のことから、基本金組入前当年度収支差額は黒字となったものの、

安定した財務基盤確立に向け、本業である教育活動収支の改善を図り、

基本理念、将来構想の実現に向けて取り組んでまいります。  

 

【資金収支の状況】  

 収入の部小計の９４３億３００万円から、支出の部小計の ９３２億３，

４００万円を差し引いた当年度収支差は、１０億６，９００万円となり、

予算比では１１億６，６００万円の増となりました。  

予算比の主な増減は、事業活動収支状況に加えて、収入の部では資産

売却収入の減、支出の部では施設関係支出 、資産運用支出で減となりま

した。  

以上の結果、翌年度繰越支払資金は、５５億２，２００万円となりま

した。  

 

【貸借対照表の状況】  

 資産の部合計は１１６０億３，９００ 万円で、前年度比６億９，７０

０万円増加しています。一方、負債の部合計は ３０１億５，１００万円

となり前年度比８億４，６００万円減少しています。基本金と繰越収支

差額を合計した純資産は８５８億８，８００万円となり、前年度比で令

和２年度の基本金組入前当年度収支差額分の １５億４，４００万円増加

しています。  

 

◎財務書類等（財産目録・貸借対照表・収支計算書・事業報告書・監査

報告書）の閲覧の請求は、財務部経理課で承ります。  

 


